 　小沢一郎が5月11日に辞任を表明した。3月25日のコラムで頑張って欲しい旨記述したが、まことに残念である。しかし、程度の低い国民や愚かなマスコミ相手では、身を引かざるを得なかったのだと推察する。「純粋培養」、「清廉潔白」こんな事だけで、世界相手に戦えるはずがない。現在はグローバル化しており、「国益」を守りつつ世界平和に貢献する、『矛盾』を的確に処理できる人物でなければ、世界では通用しない。そのためには、本人の「スキル」は必要としても『相手に舐められない』、『相手に怖がられる』カリスマ的な人材が必要となるのである。
　小沢一郎にはそれがあるから、アメリカも嫌っているのだと想う。しかし、選挙に勝たなければ何も変わらないので、苦渋の決断とは言え、正しい判断であったと想う。戦後のアメリカによる洗脳教育は『平和ボケ・お人よし国民』に仕立てることに成功し、ある意味武力を使わないで、精神的「植民地化」を確立したわけである。だから、不良国債を押し付けられたり、ODAという名の元に多額の「寄付」を強要されたりと、
国益を吸い上げられ、GDP世界大2位の国でありながら、その恩恵は国民に回らない状況に成り下がっている。こんな、潔癖主義の国民では将来が非常に心配であり、その打開の為にも「世界で物申せる」国家代表が必要なのである。国民は、十二分に洗脳されてしまっているので、改善の余地はないが、少なくともマスコミにはもう少しは賢くなって欲しいと想う。「議員辞職をするか？」などという質問はセンスが全くなく、「国の事などどうでもよく、自分がよければいい」という姿勢でしかない。何れにしても、残念ではあるが、今度の選挙では是非民主党に勝利してもらいたいと想う。
